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6. 他地域でのケーススタディ 

千里中央での社会実験を参考に、地域特性に応じた駅前総合交通情報システムの活用方策を検

討するため、以下の地域でのケーススタディを展開した。 

その結果、千里中央駅での駅前総合交通情報システムをもとに、次のような地域の特性に応じ

た展開が考えられる。 

表 地域特性による駅前総合交通情報システムの活用方策 

対象地域 主な検討内容 関係機関 

 

千里中央駅 

周辺 

 

○現地調査と利用者アンケートなど 

○総合交通情報システムの開発と試行 

○ケーススタディ 

・副都心ターミナルへの来訪者の利便

性向上のため、公共交通の利用促進

策、駅前活性化策を検討 

近畿運輸局、近畿地方整備局、大

阪府、池田土木、豊中市、同商工

会議所、北大阪急行、大阪高速鉄

道、阪急バス、阪急電鉄、千里セ

ンター、関西ＩＴＳ推進協議会 

 

京阪枚方市駅 

周辺 

 

○ケーススタディ 

・歴史街道や遊園地への来訪者が多

く、駅前商業や文化・レクリエーシ

ョンと連携した公共交通利用促進

策、地域活性化策を検討。 

近畿運輸局、近畿地方整備局、大

阪府、枚方土木、枚方市、同商工

会議所、京阪電鉄、京阪バス な

ど 

 

南海泉大津駅 

周辺 

○ケーススタディ 

・地域組織による駅前活性化の取組み

が活発に行われており、府民協働を

核とした地域活性化策や公共交通利

用促進策等を検討。 

近畿運輸局、近畿地方整備局、大

阪府、鳳土木、泉大津市、同商工

会議所、南海電鉄、南海バス な

ど 

 

奈良県 

「JR 奈良」駅 

○ケーススタディ 

・奈良公園、三条通、ならまちなどの

観光・商業やＴＤＭ施策と連携した

観光拠点としての地域活性化策や公

共交通利用促進策を検討 

運輸局、整備局、大阪府、奈良県、

奈良市、奈良観光協会、ＪＲ、奈

良交通 など 

兵庫県 

「阪神尼崎」駅 

○ケーススタディ 

・駅周辺の都心づくり、尼崎21世紀の

森構想、西大阪線の延伸などと連携

した産業・環境拠点としての活性化

策や公共交通利用促進策を検討 

運輸局、整備局、大阪府、兵庫県、

尼崎市、阪神電鉄、阪神バス、尼

崎市バス など 
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6.1 京阪枚方市駅周辺（大阪府） 

 

○駅周辺商業施設の案内 

駅周辺には商業施設が集積しているが、ＪＲ東西線の開通と駅周辺の道路混雑により、バスによる来

街者が減少し売上が低下してきていることから、駅周辺商業施設の案内による活性化が必要と考えられ

る。 

○シビックゾーンへのアクセス情報の提供 

駅周辺駅南東部にシビックゾーンが集積しているが、駅から約 400 ｍの距離が有り行政施設数も多い

ことから、シビックゾーンへのアクセス情報を提供することが考えられる。 

○京阪電鉄とバスとの乗り継ぎ案内 

駅乗降人員は約 8 万人/日でバスの分担率も約 34％と高い。このため、駅前広場は南北 2 箇所あり、

空港バスのバス停は駅前広場からはなれていることから、京阪電鉄とバスとの乗り継ぎ案内が必要と考

えられる。 

○ＴＤＭ施策との連携 

駅周辺の道路は混雑していることから、一部バスロケーションシステムやＰＴＰＳが導入されている

ことから、これらのＴＤＭ施策と連携して、より一層の公共交通システムの利用促進を目指す必要があ

る。 

○「京街道を活用したまちづくり」との連携 

地域固有のプロジェクトとして、歴史的遺産である「京街道を活用したまちづくり」の取り組みがな

されており、情報案内やナビゲーションによるまちづくり活性化の支援が考えられる。 

○「ひらかたパーク」と連携 

大規模集客施設である「ひらかたパーク」と連携することも、地域の活性化に有効と考えられる。 

○駅周辺のバリアフリールートの情報案内 

現在、バリアフリー構想が策定中であり、これに基づく駅周辺のバリアフリールートの情報案内も必

要と考えられる。 

○システム構築 

千里中央並みの情報機器による駅前総合情報システムを構築することが考えられる。 

○公民協働の可能性 

まちづくりに取り組んでいる枚方文化観光協会、北大阪商工会議所、枚方青年会議所等との協働が考

えられる。 

 

 

 

 

駅の状況 ・京阪本線の特急停車駅 

・京阪交野線との結節駅 

・高架駅（南北自由通路あり） 

駅前広場 ・南口 6500 ㎡（バス、タクシー） 

・北口 4000 ㎡（バス、タクシー） 

駅乗降人員 9.1 万人（H2） 

7.6 万人（H12） 
※京阪本線・交野線計 

資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

鉄道端末交通手段

分担率（平日：乗降

計） 

バス：41.4％、自動車：3.3％、二輪：8.3％、徒歩：47.0％（H2）

バス：33.8％、自動車：2.1％、二輪：7.4％、徒歩：56.7％（H12）
※京阪本線・交野線計 

資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

バス運行状況 ・南口 4バース、25 系統（概ね枚方市域のサービス） 

・北口 5バース、21 系統（概ね枚方市域のサービス） 

・その他、空港バス停が府道京都守口線を隔てたラポール枚方

にある 

・津田方面の系統にはﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ、PTPS あり 

駅周辺主要施設の

状況 

・南口：サンプラザ 1～3 号館、近鉄百貨店、三越等の大規模商

業・業務施設が立地 

    枚方市役所、図書館、市民会館、府民センター、郵便

局等の行政サービス施設が集積 

・北口：枚方駅前デパート、ビオルネ枚方等の商業施設が立地

    総合福祉会館ラポール枚方が立地 

    関西医大枚方病院が建設中 

・高架下：京阪百貨店、市民サービスセンター 

     総合案内所（コンシェルジェ） 

駅周辺地区の現況

特性 

地区固有のプロジ

ェクト 

・連続立体交差事業施行済 

・駅北側地区における「京街道を活かした交通まちづくり」の

取り組みがある 

・バリアフリー基本構想策定中 

注）枚方市人口：39 万人（Ｈ 2）→40 万人（Ｈ 12） 
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枚方市駅前総合交通情報システム案 
公共交通の利用促進と駅前地区魅力向上に向けた総合交通情報システム活

用の考え方 

○広域的な施設利用者や「京街道」等の観光来訪者に公共交通利用案内情報を提供する。 

・枚方市及び周辺住民が駅周辺の店舗や施設を利用するための情報や帰宅時の公共交通利用案内情報

を提供する。 

・枚方市から大阪市や京都市方面等へ出かける場合の鉄道利用案内情報を提供する。 

システムの設置場所 駅コンコース（2Ｆ）または高架下南北自由通路（1Ｆ） 

デジタル情報 

 

・公共交通の発車時刻案内（京阪本線、京阪交野線、京阪バス（枚方市域）、空港バス） 

・駅周辺店舗等のＣＭ（京阪百貨店、サンプラザ、近鉄百貨店、三越、枚方駅前デパート、ビオルネ

枚方等） 

・ひらかたパークの情報 

大型案内板 

 

（固定アナログ情報） バス乗場案内、バス時刻表、駅周辺施設・観光スポット地図（ひらかたガイドマップ） 

おでかけ検索 

（目的地、交通機関など） 

・駅周辺及び広域的な施設案内（市役所、ラポールひらかた、枚方市民病院、市民会館、スポーツ施

設、警察・郵便等） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

・観光案内（京街道、ひらかたパーク、枚方八景等） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

店舗情報 ・京阪百貨店、サンプラザ 1～3 号館、近鉄百貨店、三越、枚方駅前デパート、ビオルネ枚方等の店舗

案内 

イベント情報 枚方新まつり等、ひらかたパークイベント情報、京街道の情報 

個別検索機 

携帯電話検索 

 
バリアフリー情報 バリアフリールート案内 

携帯電話ナビゲーション 

 

・バス乗り場へのナビゲーション 

・駅周辺施設へのナビゲーション 

・店舗へのナビゲーション 

・京街道へのナビゲーション 

・バリアフリールートのナビゲーション 

システム概要 

案内サイン 

（ＱＲコード添付） 

 

・バス乗り場や駅周辺施設のサインの整備 

・京街道へのサインの整備 

地元組織等 枚方文化観光協会、北大阪商工会議所、枚方青年会議所 
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枚方市駅周辺地域概要図 
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枚方駅周辺地区の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ビオルネ ②関西医大(建設中) ③北口駅前広場 ④福祉会館 

⑤南口駅前広場周辺(南→北)

⑥南口駅前広場周辺(西→東)

⑦市役所方面へのデッキ・通路⑧南口駅前広場デッキ ⑨高架駅 ⑩高架下自由通路 

⑪駅前広場周辺(南←北) 
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バス路線・バス乗り場 



－68－ 

バス系統図 
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枚方市バリアフリー構想（素案） 
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6.2 南海泉大津駅周辺（大阪府） 

 

○鉄道とバスの乗り継ぎ案内 

駅乗降人員は、約 2.4 万人/日と千里中央に比べると小規模な駅であり、バスバース、バス系統も少な

く、バスの分担率も焼く 15％程度である。このため、鉄道とバスの乗り継ぎ案内は固定情報を中心に行

うことが考えられる。 

○連続立体交差事業による駅東西の一体化に向けたまちづくりの展開 

駅周辺地域では、バブル崩壊以降の地元繊維産業の低迷化と旧市街地の高齢化などの要因により地域

の商店街が衰退し、地区全体の活力が低下してきている。このような状況は、駅前再開発が行われた東

側に比べ駅西側で著しいことから、現在進められている連続立体交差事業による駅東西の一体化に向け

たまちづくりの展開が望まれる。 

○くらしのみちゾーンとの連携 

駅西側地区の活性化に向けて、「くらしのみちゾーン」の指定を受け、地域の特性を活かした取り組

みが行われているが、十分な連携が図られておらず、大きな効果が発現する段階には至っていない状況

にある。 

・地域内交通体系の構築（パークアンドレンタサイクル導入検討、循環コミュニティバス運行計画 

等） 

・幹線道路等に分断された地域間の移動支援（自歩道橋の活用、電動カート等端末交通手段の充実 等） 

・景観保全と無電柱化促進、ひまわりの回廊づくり 

・浜街道祭りの充実 

○システム構築 

千里中央のような大規模な駅前総合交通情報システムは必要ではなく、固定情報を中心に、地域から

発信されるインターネット等によるパソコン・携帯電話への情報提供やｐｉｔａｐａグーパスとの連携

による情報配信等の活用を検討していくことが考えられる。 

○公民協働の可能性 

地域での取り組みを行っている泉大津地域未来ビジョンやインタネットにより地域情報を発信してい

る泉大津ドットコム等と協働していくことが考えられる。 

 

 

 

 

 

駅の状況 ・南海本線の急行停車駅 

・橋上駅（東西自由通路あり） 

駅前広場 ・東口 3700 ㎡（バス、タクシー） 

・西口 2100 ㎡（タクシー） 

駅乗降人員 2.1 万人／日（H2） 

2.4 万人／日（H12） 
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

鉄道端末交通手段

分担率（平日：乗降

計） 

バス：14.0％、自動車：14.4％、二輪：28.5％、徒歩：43.0％（H2）

バス：14.7％、自動車：5.1％、二輪：26.6％、徒歩：53.5％（H12）
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

バス運行状況 ・バスバースは東口 2バース、11 系統（泉大津・和泉市域） 

・バスサービスは丘陵部のみで海側のサービスはない 

・ふれあいバス（高齢者、障害者、乳児連れの人等を対象とし

た無料バス）が市内を循環している 

・海側には送迎用のバス停があり、北港観光バスによるきらら

リゾートへのサービス(無料)、阪九フェリー乗り場へのサー

ビス（無料）が行われている 

駅周辺主要施設の

状況 

・東口：駅前再開発によりダイエー、アルザが立地（約 50 店舗）

    テクスピア大阪織編館、泉大津市役所 

・西口：きららタウン（臨海部）、駅前商店街、浜街道 

駅周辺地区の現況

特性 

地区固有のプロジ

ェクト 

・連続立体交差事業（事業中→平成 20 年 3 月完成予定） 

・駅西側地区における「くらしのみちゾーン」の指定（泉大津

未来ビジョン協議会による取り組み） 

注）泉大津市人口：6.7 万人（Ｈ 2）→7.8 万人（Ｈ 15） 
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泉大津駅前総合交通情報システム案 
公共交通の利用促進と駅前地区魅力向上に向けた総合交通情報システム活

用の考え方 

○市域内の施設利用者や「くらしのみちゾーン」への観光来訪者に案内情報を提供する。 

・泉大津市住民が駅周辺の店舗や施設を利用するための情報や帰宅時の公共交通利用案内情報を提供する。 

・きららリゾートへのバスを活用したコミュニティーバスの運行による公共交通利用の促進の検討（西口） 

システムの設置場所 東西自由通路（2Ｆ）（連続立体交差事業後は高架下東西自由通路） 

デジタル情報 設置する場合には以下の情報提供が考えられるが、バスバース、バス系統は少なく、店舗数も少ない

ことから必要性は低い。 

・公共交通の発車時刻案内（南海本線、南海バス、ふれあいバス、コミュニティーバス） 

・駅周辺店舗等のＣＭ（ダイエー、アルザ、きららタウン、駅前商店街） 

大型案内板 

 

（固定アナログ情報） バス乗場案内、バス時刻表、駅周辺施設地図、「くらしのみちゾーン」地図 

おでかけ検索 

（目的地、交通機関など） 

設置する場合には以下の情報提供が考えられるが、バスバース、バス系統は少なく、店舗数も少ない

ことから必要性は低い。 

・駅周辺施設案内（市役所、市民会館、総合体育館、市立図書館、織編館、総合福祉センター、アス

トホール、病院、警察・郵便等） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

・「くらしのみちゾーン」案内（駅前通り線、浜街道、ひまわり回廊、きららタウン、フリーマーケ

ット） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

・観光情報（浜街道、池上曽根史跡公園 等） 

店舗情報 ダイエー、アルザ、駅前商店街 

イベント情報 ひまわり大作戦、浜街道まつり、きらら the フリマ 等 

個別検索機 

携帯電話検索 

 

その他 阪九フェリー(泉大津～新門司:潮着夕方発）､阪神高速駐車場･道路交通情報､ＪＲ阪和線との連絡情報 

携帯電話ナビゲーション 

 

・「くらしのみちゾーン」のナビゲーション 

・地域から発信されるインターネット（泉大津ドットコム）等によるパソコン・携帯電話への情報提

供が考えられる。 

・南海は Pitapa の導入が考えられることから、Pitapa グーパスとの連携により、イベント情報、沿線

情報等の配信が考えられる。 

システム概要 

案内サイン 

（ＱＲコード添付） 

 

・「くらしのみちゾーン」の案内サインの整備 

地元組織等 泉大津ドットコム、アストホール、泉大津未来ビジョン協議会 
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泉大津駅周辺地域概要図 
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泉大津駅周辺地区の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩浜街道 ⑪臨海部住宅地 ⑫西口駅前広場 ①橋上駅 

②テクスピア大阪織編館 

③アルザ 

④ホテルレイクアルスター ⑤ダイエー ⑥東口駅前広場 ⑦駅前通り線 

⑧駅前商店街 

⑨浜街道 
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バス路線・バス乗り場 
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バス系統図 
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6.3 ＪＲ奈良駅周辺（奈良県） 

 

○観光拠点 

ＪＲ奈良駅周辺では、ＪＲ奈良駅から大宮通、三条通、近鉄奈良駅、ならまち、奈良公園にかけて、

歴史、観光、商業の蓄積が著しい地区となっており、年間の観光客数は 1400 万人で増加傾向にある。 

○まちづくりにおける課題 

まちづくりにおける課題は、以下のとおりである。 

・文化首都の都心として国内外の人が訪れ、滞在し、交流する奈良らしいアーバンリゾート空間の

形成 

・JR 奈良駅・近鉄奈良駅周辺を国際文化観光都市にふさわしい魅力ある玄関口の整備 

・三条通を緑豊かなシンボルロードとして整備し、タウンリゾート性のある商業空間を形成する。 

・ならまちの歴史的特質を生かした魅力あるまちづくりの推進 

○固定情報の充実、バスロケーションシステムとの連携 

このような状況の中で、ＪＲ奈良駅から奈良公園方面へ至るバス系統が輻輳し、また通過型の系統

になっていることから遅延が発生する。さらに、バス乗場が 12 バースあるが、どの乗場のバスが先発

かもわからない状況にある。このため、千里中央並みの駅前総合交通情報システムに加え、駅周辺施

設・観光スポット地図等の固定情報の充実やバスロケーションシステムと連携したリアルタイムの運

行情報の提供が必要と考えられる。 

○観光ルートのナビゲーション、観光スポットでの情報配信 

観光ルートのナビゲーションや、移動に応じた観光スポット、店舗、イベント情報等を配信するこ

とは、まちの活性化に有効と考えられる。 

○広域的な観光のための公共交通利用案内 

さらに、ＪＲ奈良駅周辺だけでなく、法隆寺、薬師寺、吉野等への公共交通利用案内（ＪＲと近鉄

の選択等）を行うことは、広域的な活性化に有効と考えられる。 

○ＴＤＭ施策との連携 

奈良では、オムニバスタウン整備事業への取り組みや今後の環境行動計画モデル事業の取り組みの

なかで、歴史観光地区へのマイカーの乗り入れ規制、パーク＆バスライド、レンタサイクル、バスロ

ケーションシステム等行われており、これらのＴＤＭ施策と連携していくことが公共交通の利用促進

に有効と考えられる。 

○システム構築 

千里中央並の駅前総合交通情報システムに加え、駅前固定情報の充実、広域的な観光情報、公共交

通情報の提供、携帯電話よるナビゲーションの充実、移動に応じた情報配信の充実等が考えられる。 

○公民協働の可能性 

地域での取り組みを行っている奈良市観光協会、奈良市商店街振興会、タウン誌パープル等と協働

していくことが考えられる。 

 

 

駅の状況 ・JR 関西本線の快速停車駅 

・JR 桜井線との結節駅 

・地平駅 

・近傍に近鉄奈良駅（距離約 1ｋｍ） 

駅前広場 ・東口 6,700 ㎡（バス、タクシー） 

・西口 7,000 ㎡（バス、タクシー） 

駅乗降人員 約 2.4 万人／日（H2） 

約 2.6 万人／日（H12） 
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

鉄道端末交通手段

分担率（平日：乗降

計） 

バス：32.1％、自動車：4.1％、二輪：8.1％、徒歩：55.6％（H2）

バス：24.4％、自動車：3.0％、二輪：11.7％、徒歩：60.9％（H12）
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

バス運行状況 ・東口 12 バース、50 系統（奈良市域のサービス） 

・西口 1バース、2系統（奈良市域のサービス） 

・その他 観光バス、空港リムジンバス、高速バス 

駅周辺主要施設の

状況 

・東口：三条通ショッピングストリート 

    奈良公園（世界遺産 東大寺、春日大社、興福寺等）

    ならまちの歴史的空間 

    県庁、県立文化会館、国立博物館等の行政・文化施設

・西口：奈良 100 年会館 、商業施設（土地区画整理事業） 

市役所、史跡文化センター、平城宮跡等の行政・文化

施設 

駅周辺地区の現況

特性 

地区固有のプロジ

ェクト等 

・観光客は年間約 1400 万人（増加傾向） 

・JR 奈良駅付近連続立体交差事業事業中 

・JR 奈良駅周辺土地区画整理事業事業中 

・オムニバスタウン整備事業（Ｈ 12～Ｈ 16） 

PTPS 導入（市内循環 6路線）／ノンステップバスの導入／バ

スロケーションシステムの整備（7箇所）／奈良町バス（100

円）の運行／観光用パーク＆バスライドシステムの実施（レ

ンタサイクルも一体的に実施） 

・環境行動計画モデル事業（H17～H19） 

・平城遷都 1300 記念事業（2010 年：500 万人の観光客を想定）

注）奈良市人口：34.9 万人（Ｈ 2）→36.5 万人（Ｈ 17） 
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ＪＲ奈良駅前総合交通情報システム案 
公共交通の利用促進と駅前地区魅力向上に向けた総合交通情報システム活

用の考え方 

・ＪＲ奈良駅周辺への来訪者への商業・観光スポットや行政・文化施設の情報や公共交通利用案内を

提供する。 

・広域的な周遊観光客への観光情報や公共交通利用案内情報を提供する。 

・歴史観光地区へのマイカーの乗り入れ規制等のＴＤＭ施策と連携するバス利用者への情報案内を提

供する。 

システムの設置場所 高架下自由通路（1Ｆ）、観光協会（三条通り） 

デジタル情報 ・公共交通の発車時刻案内（奈良交通バス） 

 JR 奈良駅はバスの通過系統が多いため、遅延が多く発生している 

さらに系統の重複が多いため、たとえばなら公園へは複数の乗り場から発車する 

→発車時刻の表示はバスロケーションシステムとの連携したリアルタイムな乗り場案内の表示が必

要と考えられる 

・駅周辺店舗等のＣＭ（三条通ショッピングストリート他） 

大型案内板 

 

（固定アナログ情報） 観光スポット地図、駅周辺施設地図、バス乗場案内、バス時刻表 

おでかけ検索 

（交通機関、目的地など） 

・駅周辺の観光スポットの情報案内 

 →バス・タクシー、徒歩による所要時間、料金→バス発車時刻→バス乗り場案内 

・広域的な周遊観光地の情報案内（奈良公園、平城宮、薬師寺、唐招提寺、法隆寺、吉野等） 

 →JR・近鉄利用選択→発車時刻案内→近鉄奈良駅へのアクセス案内（バス、タクシー、徒歩） 

・駅周辺の施設案内（行政施設、公共施設、学校、病院、スポーツ施設、警察・郵便等） 

→バス・タクシー、徒歩による所要時間、料金→バス発車時刻→バス乗り場案内 

・パークアンドライド駐車場へのバス発車情報 

→バスの発車時刻、乗り場案内 

イベント情報 ・奈良の行事案内 

個別検索機 

携帯電話検索 

 

店舗情報 三条通ショッピングストリート他の店舗案内 

携帯電話ナビゲーション 

 

・駅周辺主要観光ルートのナビゲーション 

・近鉄奈良駅へのナビゲーション 

・駅周辺施設へのナビゲーション 

・店舗へのナビゲーション 

・移動に応じた観光スポット、店舗、イベント情報等の配信 

 

システム概要 

案内サイン 

（ＱＲコード添付） 

 

JR 奈良駅から三条通、近鉄奈良駅、奈良公園にかけての地区の案内サイン 

地元組織等 奈良市観光協会、奈良市商店街振興会、タウン誌パープル、デジタルパープル等 
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ＪＲ奈良駅周辺地域概要図 
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ＪＲ奈良駅周辺地区の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④三条通ショッピングストリート ⑤奈良市観光センター ⑥三条通ショッピングセンター 

⑦東大寺 

⑧奈良公園 

⑨猿沢池 ⑩奈良町のまちなみ ⑪奈良町資料館 ③ＪＲ奈良駅東口仮駅舎・駅前広場 

②ＪＲ奈良駅付近連続立体交差事業 

①ＪＲ奈良駅西口駅前広場 
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バス系統図 
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バス路線・バス乗り場 
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年中行事・観光ルート 
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6.4 阪神尼崎駅周辺（兵庫県） 

 

○システム構築 

阪神尼崎駅周辺は、現段階では生活拠点であり、大型案内板と個別検索機による駅周辺商店街・施設

案内、鉄道とバスの乗り継ぎ案内が基本と考えられ、現段階では携帯電話によるナビゲーションの必要

性は少ないと考えられる。 

○将来のまちづくり構想に応じた駅前総合交通情報システムの整備・充実 

尼崎市のまちづくりとして、都市拠点整備事業により尼崎の都心地区、玄関口づくりが進められてお

り、都市機能の集積と商業機能の活性化をめざしている。また兵庫県により臨海部の長期的な土地利用

転換施策として「尼崎 21 世紀の森構想」があり、環境に配慮した産業拠点の形成とＬＲＴの整備や緑

の回廊などが構想されている。これらの将来のまちづくりの進捗に応じて、駅前総合交通情報システム

を整備・充実していくことが考えられる。 

○阪神西大阪線の延伸に伴う新たな沿線情報の提供 

地域固有のプロジェクトの 1つとして、阪神西大阪線の延伸計画が進められており、開通すれば近鉄

奈良駅と阪神三宮駅が直通で結ばれることになる。このため、新たに加わる沿線の案内情報を提供する

ことが考えられる。 

○公民協働の可能性 

阪神電鉄や阪神不動産が行っている高架下商業施設である尼セン等と協働していくことが考えられ

る。 

 

 

 

駅の状況 ・阪神本線の特急停車駅 

・阪神西大阪線との結節駅 

・高架駅 

駅前広場 ・北口 6,200 ㎡（バス、タクシー） 

・南口 5,470 ㎡（バス、タクシー） 

駅乗降人員 約 3.3 万人／日（H2） 

約 3.6 万人／日（H12） 
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

鉄道端末交通手段

分担率（平日：乗降

計） 

バス：29.3％、自動車：5.9％、二輪：4.3％、徒歩：60.5％（H2）

バス：15.1％、自動車：2.3％、二輪：13.8％、徒歩：68.8％（H12）
資料：第３回、第４回京阪神都市圏ＰＴ調査 

バス運行状況 ・北口 6バース、5系統（国道 2号に阪神バス停があり 3系統）

・南口 2バース、2系統、空港バス、高速バス 

駅周辺主要施設の

状況 

・北口：駅北西に中央商店街、三和商店街等の集積 

    駅北東に総合文化センター、都市ホテル、郵便局等 

    国道 2 号と庄下川で分断された地区をデッキで連絡 

・南口：駅南西に寺町があり歴史的空間を形成 

駅南東に中央図書館、城跡公園等の文化施設 

・高架下：尼セン（デパート） 

駅周辺地区の現況

特性 

地区固有のプロジ

ェクト 

・尼崎市の都心地区、尼崎の玄関口にふさわしいまちづくりに

むけて都市拠点整備事業事業中 

・阪神西大阪線の難波延伸（阪神・近鉄相互直通）事業中 

・尼崎 21 世紀の森構想 
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阪神尼崎駅前総合交通情報システム案 
公共交通の利用促進と駅前地区魅力向上に向けた総合交通情報システム活

用の考え方 

・市域の施設利用者や見どころを訪れる人に公共交通利用案内情報を提供する。 

・市民が駅周辺の店舗や施設を利用するための情報や帰宅時の公共交通利用案内情報を提供する。 

・西大阪線が難波まで延伸することから、尼崎市から大阪市、神戸市方面に加え奈良方面へ出かける

人に鉄道利用案内情報や新たな沿線情報を提供する。 

・都市基盤整備事業や 21 世紀の森構想等の将来のまちづくりに応じた駅前総合交通システムの整備、

充実 

システムの設置場所 高架下南北自由通路（1Ｆ） 

デジタル情報 

 

・公共交通の発車時刻案内（阪神本線、阪神西大阪線、尼崎市バス、阪神バス、空港バス、高速バス） 

・駅周辺店舗等のＣＭ（尼セン、中央商店街、三和商店街等） 

大型案内板 

 

（固定アナログ情報） バス乗場案内、バス時刻表、駅周辺施設地図、見どころ地図 

おでかけ検索 

（目的地、交通機関など） 

・駅周辺及び市域の施設案内（市役所、総合文化センター、中央図書館、公共施設、学校、病院、ス

ポーツ施設、警察・郵便等） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

・見どころ案内（寺町、近松公園、魚つり公園、記念公園、武庫川河川敷、尼崎 21 世紀の森等） 

→交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

・西大阪線延伸後の沿線案内（奈良観光案内等） 

 →交通機関別発車時刻、所要時間、料金表示→乗り場案内表示 

個別検索機 

携帯電話検索 

 

店舗情報 尼セン、中央商店街、三和商店街等の店舗案内 

携帯電話ナビゲーション 

 

・駅周辺の施設や見どころへのナビゲーション 

・店舗へのナビゲーション 

・バス乗り場へのナビゲーション（国道 2号阪神バス停） 

 

システム概要 

案内サイン 

（ＱＲコード添付） 

 

・駅周辺施設、見どころへのサインの整備 

・バス乗り場へのサインの整備 

 

地元組織等 尼セン、駅周辺商店街、交通事業者（阪神、市交通局） 
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阪神尼崎駅周辺地域概要図 
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阪神尼崎駅周辺地区の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩浜街道 

①中央公園 ②阪神尼崎駅北口 ③アルカイックホール ④立体遊歩道(南→北) 

⑥立体遊歩道(西←東) 

⑦中央図書館 ⑧阪神尼崎駅南口(空港バス) 尼セン(阪神高架下) ⑨寺町 

寺町 

⑪中央商店街 

⑩中央商店街 ⑤立体遊歩道(西→東) 
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バス路線・バス乗り場 

北口バスターミナル(デッキ下)

南口駅前広場 
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尼崎市バス系統図 
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阪神バス系統図 
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尼崎市都市拠点整備事業計画 
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6.5 ケーススタディの総括 

千里中央での社会実験を参考に、地域特性に応じた駅前総合交通情報システムの活用方策を検

討するため、以下の地域でのケーススタディを展開した。 

その結果、千里中央駅での駅前総合交通情報システムをもとに、次のような地域の特性に応じ

た展開が考えられる。 

表 地域特性による駅前総合交通情報システムの活用方策 

対象地域 駅前総合交通情報システムの活用方策 

副都心ターミナル 

千里中央駅 

・乗降人員約 10 万人/日 

・バス分担率約 35％ 

・バス路線は周辺 4市にま

たがる 

・鉄道とバスとの乗り継ぎ利用者が多い駅では、大型案内板、タッチパネル、

携帯電話等の媒体を通して乗り継ぎ案内情報を提供し、公共交通の利用促

進を図る。 

・公共交通の情報に加え、駅前の店舗・施設や駅周辺の観光・イベント

情報等を同時に提供し、駅前地区の活性化をめざす。 

・来訪者には、携帯電話（QR コード）によるバス乗場や、駅周辺店舗・

施設へのナビゲーションを行い、アクセスを支援する。 

・駅周辺地区の特典情報やイベント情報など情報配信を行い、活性化を

支援する。 

・広告ビジネスとしての可能性が課題であり、地域の関係者による協働

による運営体制の確立が重要になる。 

文化・レクリエーション拠

点 

京阪枚方市駅 

・乗降人員約 8万人/日 

・バス分担率約 34％ 

・バス路線は概ね市域をカ

バー 

・広域生活中心型の地域核においても、千里中央駅並の情報機器による

駅前総合交通情報システムの構築が基本と考えられる。 

・さらに、地域の観光資源・歴史街道の活用・祭りなどの活用など地域

での取り組みと連携を図ることにより、活性化に結び付けていくこと

が考えられる。 

・広告ビジネスとしての可能性が課題であり、地域の関係者の協働によ

る運営体制の確立が重要になる。 

地域活動拠点 

南海泉大津駅 

・乗降人員約 2万人/日 

・バス分担率約 15％ 

・バスバース・系統は少ない

・来訪者の少ない小規模な駅では、公共交通、店舗、施設案内は固定情報

を中心とし、イベント等の地域での取り組みをパソコンや携帯電話へ情

報配信することにより、地域の活性化を検討していくことが考えられる。

・来訪者や店舗は少なく、広告ビジネスとしての可能性は低くなるため、

地元の NPO 等による活動をも視野に入れる必要がある。 

観光拠点 

JR 奈良駅 

・乗降人員約 3万人/日 

・バス分担率約 24％ 

・観光客 1400 万人/年 

・観光目的の来訪者が極めて多い駅では、千里中央駅型の駅前総合情報

システムに加え観光スポットなどを示すの駅前の固定情報の充実、広

域的な観光・公共交通情報の提供、携帯電話による観光ルートなどの

ナビゲーションの充実、移動に応じて必要となる情報配信の充実等が

必要と考えられる。 

・来訪者や店舗が多く、民間ベースの広告ビジネスとしての可能性は大

きいと考えられる。 

産業・環境拠点 

阪神尼崎駅 

・乗降人員約 3.6 万人/日

・バス分担率約 15％ 

・バス路線は概ね市域をカ

バー 

・現段階では、コンパクトな生活拠点であることから、大型案内板と個

別検索機による対応が考えられる。 

・都心づくりや尼崎 21 世紀の森構想等の将来のまちづくりの進展に応じ

てシステムを充実していくことが考えられる。 

・新たな鉄道として阪神西大阪線の延伸が進められていることから、新

たな沿線情報の提供も考えられる。 

・広告ビジネスとしての可能性が課題であり、地域の関係者の協働によ

る運営体制の確立が重要になる。 

その他共通事項 ・案内サインの充実 

・TDM 施策との連携により一層の公共交通利用促進 

・バリアフリー情報案内（ルート・音声等・多国語表示） 

・緊急情報 
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ケーススタディに基づく駅の類型と情報システムの構成・事業性 

 

観光拠点 副都心 
ﾀｰﾐﾅﾙ 

文化･ﾚｸﾘｴｰ

ｼｮﾝ拠点 

産業･環境

拠点 

地域活動

拠点 

駅の類型

 

 

情報システムの構成・事業性 JR 奈良 千里中央 枚方市 阪神尼崎 泉大津 

店舗 ● ● ● ● △ 

施設 ● ● ● ● △ 

観光 ● ● ● △ ● 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 

情報 

ｲﾍﾞﾝﾄ ● ● ● △ ● 

駅周辺 ● ● ● ● ● 

駅周辺 

情報 

固定情報 地図 広域 
(観光）

● △ △ △ △ 

発車時刻 ● ● ● ● △ 

料金 ● ● △ △  

経路 ● ● △ △  

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 

情報 

所要時間 ● △ △ △  

時刻表 ● ● ● ● ● 

公共 

交通 

情報 

固定情報
乗場案内 ● ● ● ● ● 

駅周辺 ● ● ● △ △ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 

情報 

経路 

誘導 広域 ● △ △ △  

情報 

案内 

ﾅﾋﾞｹﾞｰ 

ｼｮﾝ 
固定情報 ｻｲﾝｼｽﾃﾑ ● ● ● ● ● 

駅 ● ● ● ● ● 
情報配信 

周辺ｽﾎﾟｯﾄ ● △ ● △  

設置機器 

大型案内板 

個別検索機 

携帯電話 

メール配信 

固定情報の充実 

他のシステムとの連携 

大型案内板 

個別検索機 

携帯電話 

メール配信 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

メール配信

（携帯ﾅﾋﾞ）

ﾊﾞｽﾛｹ ● △ △ △  
施策連携 

TDM ● ● △ △  

広告ﾋﾞｼﾞﾈｽとしての可能性 
店舗数が多く 

収入大 

 
店舗数が少なく

収入小事 業

性 
運営体制 

民間ベースの 

可能性 

 NPO、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等

関係者による可能性

JR 奈良 千里中央 枚方市 阪神尼崎 泉大津 

ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ（駅名） 広域で 

来訪者が多い 
 

狭域で

来訪者が少ない

●：必要性高 

△：対象とする駅によっては必要と考えられる 
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《駅前活性化と公共交通利用促進方策メニュー》 
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7. 駅前活性化と公共交通利用促進方策の提案・課題 

(1) 駅前活性化と公共交通利用促進の考え方 

本調査では、車社会の進展に伴う課題や国土政策、交通政策の方向性を踏まえて、公共交通の

利用促進と駅前地域の魅力向上をテーマに、以下の検討課題について検討を進めてきた。 

 

検討課題 

・地域核となる主要な鉄道駅を中心とする公共交通利用促進方策の検討 

・駅周辺の地域特性（歴史、文化、土地利用等）に応じた、駅前地域の魅力向上策の検討 

・公共交通利用促進と駅前地区の魅力向上を行うにあたっての公民協働の可能性の検討 

 

 

図 駅前活性化と公共交通利用促進の考え方 
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(2) 公共交通利用促進のための施策体系の考え方 

鉄道駅を中心とする公共交通の利用促進を図るためには、従来型の公共交通サイドからの駅へ

のアクセスの強化、施設・運行改善、料金体系の改善等に加え、駅前活性化と公共交通の利用促

進をめざした情報・案内の充実が必要と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通利用促進のための施策体系 

(3) 駅前総合交通情報システムの目標と今回の対象範囲 

駅前総合交通情報システムのめざすべき目標と今回の駅前地区での検討対象を以下の通り設定

した。 

 

 ・出発前、移動中における情報提供 

 ・行政情報、緊急情報などの提供拡大 

 ・音声案内など障害者の方への対応 

 ・協議会など運営母体の組織化 

・案内サインの充実（ハード整備）など

①情報機器   ○改札前：大型案内板、個別検索機   

○駅周辺：携帯電話によるナビゲーション

        ○商店街：携帯電話によるナビゲーション

②情報内容   ○公共交通情報：平常時、緊急時（概略）

        ○店舗、イベント、観光情報（周辺地域分）

③対象者    ○健常者（IT 機器を操作可能な方）  

        ○高齢者、子供等（操作苦手な方）  

④運営体制   ○体制、仕組みのあり方提案     

⑤案内サイン  ○サイン計画立案、実験に伴う暫定設置 

１）いつ、どこでも利用できる情報システム

 ○自宅、車中、駅前などでアクセス可能 
 ○緊急時にもフレキシブルに対応 
２）多くの人が利用しやすい情報システム

 ○高齢者や障害者にも優しい操作、デザイン

 ○施設名、位置、電話番号等による簡単検索

 ○多言語表示など、国際化への対応 
３）最適な情報を提供できるシステム 

 ○状況に応じ最適手段、ルートを案内 
 ○所要時間、ロケーションなどを案内 
４）駅前や公共交通活性化に役立つシステム

 ○店舗広告による販売促進、駅前活性化 
 ○駅前の滞留・回遊時間の増大 
 ○沿線イベント等を通じた公共交通活性化 
５）地域の力で運用できる仕組みづくり 

 ○地域主体の運営体制づくり 
○広告ビジネスとしての成立性 
○容易に情報更新できる仕組み 

今回の対象範囲 

今後の課題 

めざすべき目標 

 
図 駅前総合交通情報システムの目標と今回の対象範囲

公共交通の利用促進 

情報・案内の充実 

・ＨＰでの時刻表、経路検索 

◎運行情報提供システム 

・バスロケーションシステム 

◎案内サインの充実 

料金体系の改善 

・料金の一元化、割引など 

・ＩＣカード導入、共通化 

・マイレージ等の付加価値 

駅アクセスの強化 

・バス運行の円滑化 

・レンタサイクルの促進 

・パークアンドライド促進

駅前活性化 

◎駅周辺の賑わいづくり 

◎関係者の協働の仕組みづくり 

・集客施設などのハード整備 

 

施設や運行改善 

・歩行者動線の円滑化 

・交通広場の改善 

・ダイヤ改善､相互直通運転
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(4) 駅前活性化と公共交通利用促進方策の提案・課題 

 

ケーススタディの結果を踏まえて、駅前総合交通情報システムの活用による駅前活性化と公共交通利用促進方

策を提案する。 

 

●公共交通の利用促進に向けた情報システムのあり方 

公共交通の利用促進に向けて、以下の３つの視点を重視した情報システムであることが重要と考えられる。 

・シームレス ：乗換えのしやすさ     →乗り換え情報の提供 

・ステイブル ：時間の読める移動・定時性 →移動中の情報提供 

・フレキシブル：突発事象に対する対応   →緊急情報の提供 

 

＜ヒアリング調査結果＞ 

・公共交通利用者の約 7割は大型案内板で鉄道・バスの時刻表を提供することを評価しており、情報システムで

乗り換え情報を提供することに対する満足度を得られた。 

・携帯電話を利用した情報システムの利用者は、携帯電話はどこででも利用が可能なことから、時間的な制約が

大きい外出目的（通勤･通学、仕事）においても比較的利用があり、「移動中の情報提供」に対する利用者ニー

ズが伺えた。 

・また、利用者および交通事業者の双方から公共交通の「緊急情報」を情報システムで提供することへのニーズ

が伺えた。 

 

●駅前活性化に向けた情報システムのあり方 

交通情報のみならず、駅前店舗や観光・イベントなどの地域情報を同時に提供するシステムを構築すること

により、駅前の活性化と公共交通の利用促進をめざすとの見解が見られた。また、千里中央における駅周辺の

再整備によるまちづくりや、枚方市における京街道の取り組みなど、地域固有の取り組みとの連携を図り、駅

前の活性化に貢献することも重要である。 

その際、交通事業者や駅前商店街、関係行政、地域住民等の地域固有の取り組みを行っている組織と協働し

て運営方策を含む検討を行うことが、駅をとりまく関係者が地域の課題について共に考える契機となり、地域

の活性化に有効と考えられる。 

 

＜ヒアリング調査結果＞ 

・駅前総合交通情報システムの導入効果として、利用者から「公共交通の利便性が向上する」といった効果に加

えて、「待ち時間が有効に活用できる」といった評価が得られており、待ち時間での買い物や、立ち寄り施設

の増加による駅前活性化の効果が期待できる。 

 

 

図 駅前総合交通情報システムのあり方 

●他システムとの連携 

駅前や公共交通の活性化に役立つシステムとして、より有効に機能するためには店舗などの広告、ＩＣカードに

よる情報の配信（ピタパグーパスなど）、バスナビゲーションとの連携など他事業との連携も重要と考えられる。 

 

《参考》 『PiTaPaグーパス』  （出典）PiTaPaグーパスホームページ 

● PiTaPaのマークの付いたカードを改札機にピタッとタッチすると、事前にご登録のケ

ータイにお好みの情報がメール配信される新しい情報サービス。（メールは１日２回入場

時に配信。それ以外の出場時にもエリアによりお得な情報などを配信。） 

  ※情報料無料 



－113－ 

●駅の特性に応じたアプローチ 

ケーススタディの結果、駅前総合交通情報の提供は、公共交通の結節状況、店舗の規模、施設の場所など駅

ごとの特性を反映する必要があると共に、千里中央駅における駅周辺再整備の動きをはじめ、駅をとりまく地

域の観光資源や歴史街道の活用、祭りなどのイベントの活用、ＴＤＭ施策との連携、新たなまちづくりへの対

応など地域固有の取り組みと連携したアプローチが重要と考えられる。 

 

●利用者の視点に立ったシステムの改善（評価とモニタリング） 

情報システムの導入による来客・乗降客の増加は、即時には現れにくいため、社会実験においては利用者・

店舗・交通事業者の意見を広く収集し、システム改善に繋がる多視点からの貴重な意見を収集した。今後は、

それらの意見を踏まえて、システムの改善を図るとともに、利用者の認知度、満足度や関係者の意識高揚等の

評価を行っていく必要がある。 

 

●情報システムの運営方策（広告ビジネスとしての成立性） 

駅前総合交通情報システムの運営については、駅前の事業者や交通事業者、その他の地域の関係者による情

報提供とこれに伴う広告料の負担、情報の収集と効率的なメンテナンスを行う専門事業者によるシステム運営

により、広告ビジネスとして成立性を求めていく必要がある。 

その際、地域に根ざした新鮮な情報を持続的に提供していくためには、地域固有の取り組みを行っている組

織との連携により、地域活性化に向けた協働を行うことが重要と考えられる。 

 

 

＜運営費の試算＞ 

 

試算条件 ・大型案内板 1基、タッチパネル 1基の設置 

・コンテンツの表示は 30 分に 1回 15 秒表示とし 120 件を扱う 

・コンテンツは、毎月更新する 

機器設置料 約 300 万円 ・大型案内板 1基＋タッチパネル 1基 

・中央無線（横浜）の事例を参考に設定 

イニシャル

コスト 

コンテンツ作成料 180 万円 イ－メディア資料、一般的なホームページ作成

料を参考に 1.5 万円/件と設定 

試

算

ランニング

コスト 

コンテンツ更新料 1440 万円/年 イ－メディア資料、一般的なホームページ更新

料を参考に 1万円/件と設定 

 

 

 

 

 

 

 


